


法⼈設⽴ 理念
l住み慣れた地域で⼈々が⽀えあい
⽣きがいをもって暮らせる社会参加
拠点や地域モデルをつくり、他分野
をつなぎ、多世代が参加できる地域
社会の活性化を実現し、幸福度の
⾼い⾼齢化社会の実現に寄与する
ことを⽬的とする。

設⽴経緯
l朝⽇新聞厚⽣⽂化事業団に東⽇
本⼤震災の寄付が集まる

l寄付をもとに陸前⾼⽥市⽶崎町に
朝⽇のあたる家を建築、地域のコ
ミュニティ⽀援として会館運営を⾏い
ながら、復興⽀援に10年取り組む

l次の10年を⾒据え財団法⼈を
2022年11⽉に設⽴（現在）

社会福祉法⼈ 朝⽇新聞厚⽣⽂化事業団による
気仙地区プロジェクトとして2022年11⽉18⽇設⽴



財団の取り組みとして





つなぐ役割

地域産業

l 障がい者（⾝体、発達、知的、精神）
l 地域の⾼齢者
l ⼦育て世帯/育休明けの仕事選び
l 貧困/⽣活保護世帯
l ⽣活困窮者/ニート/ひきこもり
l 就労未経験者/若年層
l 難病の⽅
l 働き⽅の多様化
l 就労⽀援が必要な⽅

産業 福祉

産福連携にて地域産業⽀援と社会参加⽀援を⾏います

働きづらさを感じるすべての⽅

社会参加
就労⽀援
⼈材育成
産業持続化
パートナーシップ
SDGs

⼈と⼈、事業と事業、ニーズとニーズをつなぎ、多様な連携と社会参加を⽀援

⽬的



連携のメイキングやストーリー取り組みを継続広報します

情報
発信

連携
波及

取組
促進

HP
消費者 商品開発 連携

サイト・SNS・動画による継続的な情報発信 社会の賛同・購⼊の促進・販路の拡⼤・連携拡⼤

関連助成⾦等の制度予算・政策予算・寄付資源連携で参加交流⼈⼝増 ⽣産UP 社会参加促進
取組
実績



①多世代参加型働き⽅⽀援 ②多世代参加型⽣きがい⽀援
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従来の朝⽇のあたる家の活動に産業⽀援や就労⽀援が加わりました

多様な社会参加の機会を⽀援します



財団の⽀援主体となるのは

社会参加⽀援
〜就労機会の⽀援と⽣きがい⽀援〜

産業⽀援
〜企業や事業者〜

l ⼈⼿不⾜・⼈材育成
l 未使⽤資源の活⽤・商品開発
l 福祉へのBPO（業務委託）
l 各種調達のサポート

l 対象者を限定しない社会参加⽀援
l 多世代の社会参加⽀援
l 就労体験機会のサポート



●広報⽀援（HP、SNSで継続広報サポート）
●SDGsの取り組み⽀援（マッチング・コーディネート）
●商品開発等の連携⽀援

●業務分解のサポート
●福祉連携のコーディネート（農福連携・BPOなど）
●助成⾦や制度活⽤の⽀援

どんなお⼿伝いができるか︖

就労⽀援

広報⽀援

●広報を軸にした関連助成⾦の調達⽀援
●助成⾦や政策予算等の申請代⾏
●助成⾦の拠出

調達⽀援

●⾃治体や⽀援団体との仲介サポート
●販路開拓等の⽀援
●課題解決に必要な関係機関との連携サポート

連携⽀援



どんなお⼿伝いができるか︖

●就労⽀援に関する情報のサポート
●就労準備、体験のサポート
●求職者ニーズの発信のサポート

●働き⽅の多様性のサポート
●福祉連携の現場へ参加サポート
●在宅ワークや内職⽀援等のサポート

就労⽀援

広報⽀援

●関係⽀援機関の紹介
●BPO（作業部分委託）の情報サポート
●HPやSNSを活⽤した現場情報公開

情報⽀援

●関係⽀援機関の紹介
●BPO（作業部分委託）の斡旋サポート連携⽀援



財団事業連携イメージ

仲介⽀援

⾼齢者

障がい者

就労⽀援

財団HPやSNSにて

・連携のメイキング
・連携のストーリー
・途中経過とその後

を継続取材・広報

全てに関わることで⼀連の流れをストーリーとして広報⽀援します

関係機関
との連携

農福連携

業務委託

相談

コーディネート
現場調整
必要な調達



就労⽀援・⼈材育成コーディネーター
鈴⽊ 拓

Mail︓fcfr-suzuki@outlook.jp


